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私
と
朝
鮮
通
信
使
研
究
と
の
ご
縁
は
、『
朝
鮮
通
信
使
文
献
選
編
』（
全
五
冊
、
復
旦
大
学
出
版
、
二
〇
一
五

年
）
と
い
う
史
料
の
編
集
計
画
を
立
ち
あ
げ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の
史
料
集
を
編
集
す
る
仕
事
を
任

さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
私
は
通
信
使
研
究
と
い
う
新
し
い
分
野
に
触
れ
た
。
朝
鮮
王
朝
が
徳
川
幕

府
に
派
遣
し
た
使
節
団
の
通
信
使
は
対
馬
海
峡
を
渡
っ
て
江
戸
に
向
か
う
途
中
、
た
く
さ
ん
の
島
と
港
に
寄

港
し
た
。
元
々
日
中
交
流
し
か
知
ら
な
か
っ
た
私
は
文
献
に
よ
く
出
て
く
る
朝
鮮
通
信
使
が
寄
港
し
た
日
本
の

地
名
に
悩
ま
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
地
名
の
意
味
と
歴
史
を
解
明
し
よ
う
と
い
う
計
画
を
立
ち
あ
げ
た
。

二
〇
一
六
年
か
ら
、
私
は
度
々
日
本
に
来
て
通
信
使
関
係
の
港
と
島
の
史
跡
調
査
を
行
な
い
、
調
査
レ
ポ
ー
ト

を
作
っ
て
き
た
。
し
か
し
誰
も
予
想
で
き
な
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
の
た
め
、
二
〇
二
〇

年
か
ら
そ
の
調
査
は
一
時
的
に
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
約
三
年
を
経
て
調
査
を
よ
う
や
く
再
開

で
き
た
の
は
、
日
文
研
に
来
た
後
の
二
〇
二
二
年
の
一
〇
月
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
既
に
対
馬
・
下
関
・
下
蒲
刈
・
鞆
・
尾
道
・
日
比
・
牛
窓
・
室
津
で
は
調
査
を
行
な
っ
て
い
た
の

で
、
今
回
は
福
岡
の
相
島
と
山
口
の
上
関
で
の
調
査
を
中
心
に
行
な
っ
た
。
通
信
使
は
相
島
の
こ
と
を
藍
島
と

記
録
し
、
壱
岐
か
ら
下
関
に
向
か
う
途
中
で
こ
こ
に
泊
ま
っ
た
。
今
は
日
本
の
有
名
な
「
猫
島
」
の
一
つ
と
し

て
世
間
に
知
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
福
岡
藩
が
通
信
使
を
接
待
す
る
た
め
、
こ
こ
に
館
舎
を
建
て
た
。

福
岡
藩
は
通
信
使
一
行
を
迎
え
る
た
め
に
毎
回
客
館
を
新
築
し
、
帰
国
後
は
そ
れ
を
解
体
し
た
の
で
、
通
信
使
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の
相
島
の
館
舎
に
対
す
る
印
象
は
、
い
つ
も
「
新
し
い
」
だ
っ
た
。

新
宮
町
渡
船
場
か
ら
相
島
渡
船
場
ま
で
は
約
二
〇
分
か
か
る
。
船
の
右
側
に
座
る
と
、
相
島
に
着
く
直
前
に

鼻
栗
瀬
と
い
う
海
食
洞
が
目
に
入
っ
た
。
美
し
く
て
変
わ
っ
た
形
の
た
め
、
通
信
使
が
そ
れ
を
特
筆
し
た
例
は

少
な
く
な
い
。
桟
橋
を
降
り
て
道
を
出
よ
う
と
す
る
と
、「
朝
鮮
通
信
使
客
館
図
」
の
看
板
が
目
に
入
っ
て
き

た
。
看
板
の
左
側
に
招
き
猫
像
が
立
っ
て
お
り
、
像
の
左
側
に
石
が
あ
っ
て
、「
朝
鮮
通
信
使
乃
島
」「
誠
信
交

隣
」
の
一
一
文
字
が
二
行
に
分
け
て
彫
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
石
の
左
側
に
は
、「
朝
鮮
通
信
使
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記

憶
遺
産
登
録
」
と
縦
に
書
か
れ
た
薄
い
板
が
無
造
作
に
立
っ
て
い
る
。
相
島
の
桟
橋
に
は
前
波
止
が
隣
接
し
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
に
は
先
波
止
が
あ
る
。
前
波
止
も
先
波
止
も
福
岡
藩
が
江

戸
時
代
の
天
和
二
年
（
一
六
八
二
年
）
に
通
信
使
を
迎
え
る
た
め
に
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
波
止
は
朝
鮮

通
信
使
一
行
の
上
陸
用
で
あ
り
、
前
波
止
は
通
信
使
を
護
送
し
た
対
馬
藩
主
と
そ
の
従
者
が
上
陸
す
る
際
に
用

い
ら
れ
た
。
規
模
的
に
は
、
先
波
止
は
前
波
止
よ
り
少
し
大
き
い
。
相
島
に
は
大
川
が
な
い
の
で
、
急
に
何
百

人
も
の
接
待
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
飲
料
水
の
確
保
が
大
き
な
問
題
に
な
る
。
元
々
相
島
に
は
四
つ
の
井
戸

し
か
な
か
っ
た
が
、
通
信
使
一
行
の
用
水
を
確
保
す
る
た
め
に
一
二
の
井
戸
が
相
次
い
で
掘
ら
れ
た
。
現
在
は

若
宮
神
社
の
奥
と
民
家
が
建
ち
並
ぶ
御
茶
屋
跡
に
二
つ
の
井
戸
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

相
島
は
公
共
交
通
が
不
便
で
、
私
の
よ
う
な
外
来
者
は
、
自
分
の
足
で
探
索
す
る
し
か
な
い
。
相
島
の
史
跡

は
多
く
、
分
散
し
て
お
り
、
通
信
使
関
連
の
遺
跡
の
ほ
か
、
江
戸
鎖
国
期
に
建
設
さ
れ
た
外
国
船
を
監
視
す
る

遠
見
番
所
跡
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
時
に
将
兵
た
ち
が
崖
の
洞
窟
の
観
音
様
に
利
生
を
祈
願
す
る
た
め
に
積

み
上
げ
た
石
積
み
と
伝
わ
る
太
閤
潮
井
の
石
、
古
墳
時
代
の
積
石
塚
な
ど
が
あ
る
。
以
上
の
江
戸
時
代
、
豊
臣

時
代
、
古
墳
時
代
の
遺
跡
を
経
て
、
今
回
の
相
島
調
査
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
「
合
葬
舟
人
墓
」
と
い
う
供

養
碑
に
到
着
し
た
。
享
保
四
年
（
一
七
一
九
年
）
の
七
月
二
四
日
、
第
九
回
通
信
使
を
迎
え
る
た
め
、
福
岡
藩
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の
藩
士
と
水
夫
が
海
岸
で
準
備
作
業
を
行
な
っ
て
い
た
時
、
不
意
に
台
風
が
襲
来
し
、
避
難
で
き
な
か
っ
た

六
一
人
は
命
を
奪
わ
れ
た
。
元
々
相
島
の
長
井
浜
に
は
古
墳
時
代
に
建
て
ら
れ
た
積
石
塚
が
多
く
分
布
し
て
お

り
、
考
古
学
者
ら
が
発
掘
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
江
戸
時
代
の
墓
地
を
も
発
見
し
た
。
う
ち
四
つ
の
墓
石
に

は
享
保
四
年
七
月
二
四
日
の
日
付
が
判
別
で
き
、『
黒
田
家
文
書
』
の
記
載
と
合
致
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
が
通
信

使
の
接
待
準
備
の
作
業
時
に
遭
難
し
た
人
の
墓
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
墓
地
か
ら
東
南
に
少
し
歩
く

と
、
雑
草
に
囲
ま
れ
た
円
柱
形
の
石
碑
が
あ
る
。
碑
の
正
面
に
は
「
合
葬
舟
人
墓
」
と
い
う
五
文
字
が
刻
ま
れ

て
お
り
、
背
面
に
は
「
韓
使
来
聘
」
を
含
む
六
三
文
字
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
碑
が
通
信
使
接
待
準
備
中
に
亡

く
な
っ
た
人
た
ち
を
供
養
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
）
1
（
る
。
こ
の
辺
り

か
ら
玄
界
灘
を
見
渡
す
と
、
先
ほ
ど
船
上
で
は
っ
き
り
見
え
な
か
っ
た
鼻
栗
瀬
が
目
の
前
だ
。

桟
橋
か
ら
相
島
の
北
側
を
歩
き
、
島
の
東

の
端
に
あ
る
百
合
越
浜
を
訪
れ
た
後
は
南
側

を
歩
い
た
が
、
南
側
に
は
ほ
と
ん
ど
遺
跡
が

な
い
。
私
は
約
三
〇
分
歩
い
て
桟
橋
に
戻
っ

て
き
た
。
昼
食
後
、
私
は
乗
船
券
売
り
場
の

女
性
が
通
信
使
客
館
の
遺
跡
碑
が
神
宮
寺
の

近
く
に
あ
る
と
教
え
て
く
れ
た
の
を
思
い
出

し
た
。
午
前
中
は
見
か
け
な
か
っ
た
の
で
、

も
う
一
度
探
し
に
行
く
と
、
先
ほ
ど
の
女
性

が
ち
ょ
う
ど
日
干
し
し
た
布
団
を
回
収
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
出
会
っ
た
の
で
、
遺
跡
碑
ま

相島の百合越浜の「舟人合葬墓」供養碑
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で
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
碑
は
神
宮
寺
に
行
く
途
中
の
や
や
広
い
畑
の
上
に
立
っ
て
い
た
。
碑
文
に
よ
り
、
客

館
の
敷
地
は
東
西
六
五
間
（
約
一
一
七
メ
ー
ト
ル
）、
南
北
七
〇
間
（
約
一
二
六
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
た
。
そ
の
根
拠
は
通
信
使
第
十
次
来
島
の
時
の
客
館
図
、
す
な
わ
ち
前
述
の
看
板
の
図
で
あ
る
。
こ
の

碑
は
私
的
な
寄
付
で
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
地
元
の
人
々
の
通
信
使
へ
の
関
心
も
示
し
て
い
る
。
私
が
お

昼
を
食
べ
た
丸
山
食
堂
の
壁
に
は
、
相
島
の
小
学
生
た
ち
が
手
掛
け
た
平
成
六
年
の
絵
画
や
作
文
が
掛
け
ら
れ

て
い
る
。
作
文
の
題
材
は
す
べ
て
前
波
止
と
先
波
止
に
関
す
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
テ
ー
マ
が
決
め
ら
れ
て
い

た
も
の
だ
ろ
う
。
小
学
生
た
ち
は
作
文
で
「（
一
六
八
二
年
）
相
島
の
人
た
ち
は
二
カ
月
か
け
て
波
止
を
建
設

し
、
今
も
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
機
能
し
て
い
る
」「
波
止
は
通
信
使
の
船
を
停
泊
さ
せ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も

の
で
、
今
も
こ
こ
に
あ
る
。
人
々
が
苦
労
し
て
作
っ
た
波
止
は
、
昔
も
今
も
機
能
し
て
い
る
。
大
切
に
使
い
ま

し
ょ
う
！
」
と
書
い
て
い
る
。
取
り
壊
さ
れ
た
通
信
使
客
館
と
は
違
い
、
前
波
止
と
先
波
止
は
今
も
相
島
人
の

生
活
の
中
で
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
停
泊
の
ほ
か
に
釣
り
場
所
と
し
た
り
、
台
風
に
よ
る
被
害
を
あ
る
程
度

軽
減
し
た
り
す
る
効
果
も
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
波
止
は
相
島
の
人
々
が
海
と
向
き
合
っ
た
数
百
年
の
生
活
の
証

人
と
も
い
え
る
。

相
島
を
出
た
後
は
福
岡
か
ら
新
幹
線
で
徳
山
へ
行
き
、
在
来
線
に
乗
り
換
え
柳
井
ま
で
行
っ
て
か
ら
フ
ェ

リ
ー
を
利
用
し
て
上
関
ま
で
来
た
。
上
関
は
下
関
と
同
じ
く
山
口
県
に
属
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
の
上
関
は

通
信
使
が
「
関
は
下
関
と
同
じ
よ
う
に
繁
盛
し
て
い
る
」
と
記
録
し
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
下
関
と
は
比
べ

ら
れ
な
い
ほ
ど
小
規
模
な
町
で
、
二
〇
〇
〇
人
く
ら
い
の
人
口
し
か
な
い
。
通
信
使
は
下
関
を
出
た
後
、
今
の

山
口
県
防
府
市
の
向
島
を
経
て
、
上
関
に
来
た
。
上
関
は
江
戸
時
代
に
は
下
関
と
同
様
に
毛
利
氏
が
支
配
す
る

萩
藩
に
属
し
て
い
た
た
め
、
毛
利
氏
は
代
官
に
委
任
し
て
寄
港
し
た
通
信
使
を
も
て
な
し
た
。

上
関
の
埠
頭
は
非
常
に
小
さ
い
。
海
岸
沿
い
の
上
関
町
の
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。
道
の
片
側
は
海



31

久しぶりの朝鮮通信使遺跡踏査

で
、
反
対
側
は
商
店
街
で
あ
る
。
海
辺
の
商
店
か
ら
緩
や
か
な
山
の
斜
面
に
沿
っ
て
、
建
物
は
す
き
ま
な
く

び
っ
し
り
と
並
ん
で
い
る
。
多
く
は
民
家
で
あ
る
。
上
関
の
通
信
使
の
遺
跡
は
す
べ
て
埠
頭
に
近
い
場
所
に
分

布
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
、
上
関
に
は
通
信
使
の
宿
と
し
て
、
と
て
も
立
派
な
御
茶
屋
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。

現
在
は
発
掘
に
よ
っ
て
御
茶
屋
の
規
模
と
構
造
が
完
全
に
把
握
さ
れ
て
い
る
。
御
茶
屋
は
海
岸
か
ら
遠
く
な
い

山
の
斜
面
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
通
信
使
が
上
陸
し
た
桟
橋
は
「
唐
人
橋
」
と
呼
ば
れ
、
雁
木
の
上
に
一
時
的

に
架
け
ら
れ
た
。「
唐
人
橋
」
は
通
信
使
の
た
め
だ
け
に
使
用
さ
れ
、
通
信
使
が
使
用
し
終
わ
る
と
す
ぐ
に
撤
去

さ
れ
た
。
ま
た
、
通
信
使
が
土
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
、「
唐
人
橋
」
か
ら
御
茶
屋
へ
向
か
う
道
に
は
筵
が
敷
か
れ

た
。
通
信
使
正
官
の
正
使
、
副
使
、
従
事
官
だ
け
で
な
く
、
随
従
官
吏
や
従
僕
も
同
じ
待
遇
を
受
け
た
。
彼
ら

の
宿
館
は
御
茶
屋
の
少
し
西
北
の
比
較
的
低
い
場
所
に
あ
り
、
中
官
舎
と
下
官
舎
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
正
使
・

副
使
・
従
事
官
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
部
屋
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
食
べ
物
を
作
る
台
所
も
別
々
で
、

通
信
使
が
上
関
で
受
け
た
も
て
な
し
が
と
て
も
よ
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

今
で
は
御
茶
屋
は
姿
を
消
し
て
い
る
が
、
幸
い
に
も
長
さ
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
石
垣
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
御
茶
屋
の
正
門
の
一
部
で
あ
る
。
御
茶
屋
が
取
り
壊
さ
れ
た
後
、
そ
の
建
材
は
町
の
他
の
建
物
、
例
え
ば

超
専
寺
の
山
門
な
ど
に
移
さ
れ
た
ら
し
い
。
超
専
寺
は
通
信
使
を
も
て
な
す
た
め
に
萩
藩
が
派
遣
し
た
役
人
た

ち
の
宿
泊
場
所
で
あ
る
。
超
専
寺
に
は
「
朝
鮮
通
信
使
船
上
関
来
航
図
」
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
通

信
使
船
が
上
関
に
接
岸
し
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
や
、
御
茶
屋
、
中
官
舎
、
下
官
舎
の
姿
も
描
か
れ
て
い
る
。

二
〇
一
七
年
に
は
「
通
信
使
関
連
記
録
」
が
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
の
世
界
記
憶
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
が
、
超
専
寺
所
蔵
の
こ
の
絵
も
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
。

昼
ご
飯
の
後
に
、
上
関
町
観
光
協
会
の
安
田
和
幸
さ
ん
は
ま
た
御
茶
屋
の
石
垣
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。

石
垣
に
あ
る
切
欠
き
が
昔
の
御
茶
屋
の
排
水
施
設
だ
と
教
え
て
も
ら
う
。
さ
ら
に
通
信
使
に
よ
る
飲
料
水
の
問
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題
を
解
決
す
る
た
め
に
掘
ら
れ
た
井
戸
を
二
つ
案
内
し
て
く
れ
た
。
井
戸
の
周
り
は
か
つ
て
の
中
官
舎
の
位
置

で
あ
る
。
も
う
少
し
西
に
行
く
と
、
か
つ
て
の
下
官
舎
の
位
置
で
あ
る
。
安
田
さ
ん
は
、『
朝
鮮
通
信
使
船
上
関

来
航
図
』
に
描
か
れ
た
小
川
が
、
現
実
に
は
小
さ
な
溝
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
こ
れ
が
境
界
線

と
し
て
、
通
信
使
の
活
動
区
域
と
、
上
関
の
一
般
庶
民
の
活
動
区
域
を
区
別
し
て
い
た
と
話
し
て
く
れ
た
。『
来

航
図
』
で
は
こ
の
境
界
線
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
れ
を
川
の
よ
う
に
誇
張
し
て
描
い
た
の
だ
と
言

う
。
か
つ
て
私
は
通
信
使
の
道
中
日
記
を
読
ん
だ
時
に
、
彼
ら
と
日
本
の
知
識
人
と
の
付
き
合
い
に
対
し
て
深

い
印
象
を
も
っ
た
が
、
安
田
さ
ん
の
話
に
よ
れ
ば
、
徳
川
幕
府
は
意
識
的
に
通
信
使
と
一
般
庶
民
と
の
接
触
を

防
ご
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

久
し
ぶ
り
の
朝
鮮
通
信
使
遺
跡
調
査
を
満
喫
し
て
、
私
は
楽
し
く
京
都
に
戻
っ
た
。

（
復
旦
大
学
文
史
研
究
院
副
研
究
員
／
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
外
国
人
研
究
員
）

注（
1
）
今
村
公
亮
「
福
岡
藩
相
島
通
信
使
関
連
史
跡
調
査
の
近
年
の
成
果
：
享
保
四
年
七
月
二
十
四
日
大
風
破
船
・
溺
死

を
中
心
に
」（『
福
岡
地
方
史
研
究
：
福
岡
地
方
史
研
究
会
会
報
』
五
四
、二
〇
一
六
年
）。


